
新規朋1発畑 に おけ るごぼ う ・なが いもの好通 ± 1東条件 と改 J社法

農 試 県北分場

ユ. 背 景 とね らい

近 年、 国営 ・県営の各種土 地 改良事 業に よる大 規模 な畑 地造成 や基 盤整 1 備が進行 中 で

あ るが、 新規造成や基 盤整 備後 の畑地 く以 下、 開 発畑 と略 ) に おいて は、 で きるだ け早

川1 に生 産性 の高 い営農 を碓立 す ることが必 要であ る。

労 働 調節的役 署J を持 つ高収益 作物 と して ごぼ う ・な がい もを と りあげ、 その開発畑 で

の源 人 にあたっての好 通 な土 環物理性 条件 および りん 酸改 長の効 果 に つ いて指標 を策定

したので、 指導上 の参 考 に供す る。

2 . 技 術内容

( 1 ) 不 良下層土 ( 重粘土、 軽石 等 ) が 存在 す る場 合、 ごl S I う。なが い もの品質 が 1 氏下 す

るおそれがあ るため、 新 規 開発畑 に これ ら作物 を導 入す る場 合 の上 城条 件 につ いて以

下 の ような 目安 をも うけ る。

ア. ご ぼ う : l  r n 深土届 内 の各 土堀層 の構成比 ( 厚 さ) を J 旨根 と し、 ごぼ うの品質駅l l 待

値 をA 品 割合 7 0 % 以 上、 根 長 6  0  c m 以上 とした場 合 の土壌条 件 の 目安 を次の とお り

とす る。

協成土堀の種類 im深 土層内の各土堀のぼさ

日lE質火山灰土

非田に賞火山灰土

大山灰土合計

70Cm以 上

80Cm以 上

80Cm以 上

第Ξ紀描貿土

甚石

15Cm以 下
lm主 層内の混入宮J合10%以 下

イ。 なが いも : 同 様 に、 な が い もの品質1 明特値 を A

根 長 6  0 c m 以上 と した場 合 の土墳条 件の 目安 を次

品割合 6 5 % 、 A B 品 割合% 以 上、

の とりにす る。

構成土壊の種類 lm淡 土層内の各土堺の厚さ

HltiI賀火山灰土

非FILr貿火山灰土

火山灰土合計

70Cm以 上

40Cm以 下

70Cm以 上

夕三紀竹賞土

軽石

20Cm以 下

lm土 層内の涯人割合 5%以 下

( 2 ) 開 発畑 におけ るごぼ う 。な が いもの安 定多収 生 産 の ための理 化学 性改 善指標 は以下

の とお りで あ る。

ア. 土 張 りん酸 改 良 目標

作目名 目塩収量

(X8ノ/a)

りん酸改善

0「位

(位置)

りん酸改善目幌

有効態 りん融

くT ru03)/100g

表ほ土改に加え トレンチャー

リ1府ヨ‖の りん腰改善の効果

ごtIう 300

トレンチャー

411i汚gH

lQmg

表層 (10Ca) 10～ 20mg

顕吾である.増 収効果高いが

生言 ・肥大わF過劇にrtるおそ

れお:ある。 (留意事項を照)

なが
いも 350 章層 (10CH)

2 0 m g

(少な くとも

1 0 m g )

やや増収する場合もあるが

効果は判なとしない
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イ. 施 肥 改 善効 果

表層 または トレンチ ャー耕 部に基 肥 の 2 0 % 程 度 の増 肥 を行 うこ とで 1 0 % の 増 収

が期待 で きる。 また、 な が い もでは堆座 肥 の投 入効 果 が 高 い。

( 3 ) 適 応 地帯 : 県 北 地 帯 の新規 開発畑 お よび基盤整 備畑

3 . 指 導上 の留意 事項

( 1 ) 作 付前 く前秋 また t ま春 ) の トレンチ ャー耕 を前提 とす る。

( 2 ) 強 粘質の土壌が厚 い場合、 ごぼうの出芽遅延や出芽率が低下する。 ま た、 ト レンチ

ャー耕後、 耕部の鎮圧が しに くく、 梅雨期の多童の降雨 により耕部の沈降がおこ り、

ごぼうの品質が著 し く低下す る。

( 3 ) さ らに、 ごぼ う 。ながいもの掘 り取 りに多 くの労力を要 し、 ル ー ト・デ イガ ーによ

るごぼ うの掘 り取 り作業 にお いて切断 ・切損 が多 くな る。

( 4 ) ご ぼ うで表層土 改 に加 え トレンチ ャー耕満部 の土 改 を行 う場 合、 生育 ・

になるので、 トレンチャー耕活部上壌の有効隷りん酸 1  0 m g 以下とする。

( 5 ) ご ぼうの りん酸改善および増肥の際には、 裁植密度 を通正 に し、 かつ収穫時期 に十

分注意 し、 過度の肥大によるす入 りを防 ぐ。

( 6 ) れ きが多い畑では、 ごぼう 。ながいもの栽培 を見合わせ る。

( 7 ) な がいもにおいて、 堆厩肥 を使用する場合は必ず畦間に施用する。

4 .試 験成績の概要
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